
㊤温 窒星 営 .花一存iZ)啓､政教席 を立 と耳鼻毅彦や }七の暖 地J&轟牢固安濃鹿 o

② 竃鎗 網新開 賢 者やlttと す,6藷君 の酪 艶濃 )

◎ 内 密劇 の浄葛磨感 覚 と帝′[班の繍禿 鶴閣僚 によっ て乾 び ついた渡菜 O

,◎ 磨Lii地 区3-'常数 6rj閣威 厳敦

超 しこれ らぼ兇全 に別 々 の彩鍍 をとっ て倉荷 するdjで はなく,Eれ らの鼠ノ合

わ さった放り奴か多い ｡謁杢鹿 威この上赦 利 用の毅観 は大 正 宋覇以東 薦 レ( ,碑

に常飲.に於 げる血 代厳薮 へり発 鼠はめごましい ｡ 僚 点ては .喋把捉 轟偉 観素
敵泉 が この此 奴 の巌魔 のやJktとな ソ､盈ま れた 教威厳 件 ､弼風 ､聞 西の二式

事腐 りや簡約 舷置及fJLl名 畠巌 帝壕 をひかえ でし,-13魚 兎 ,トラ ック斬嵐 の発慮

-鍵 の園裏作要目二乗｢g'る帯革の増大 撃が倉 ねこ って ′二の地域 の釦毎読読物
を も つと塩生/7＼す上兼刺 伺 ヒ レで暖地 舷 為轡顔宏敷泉 が爾重雄錬 り 阜藤 とLJ

リつ l ある .

4t,おわ ')に

網 杏地虜 の姥威痢 産脇 を出 そ うと して色Gの方野 か ら関'L､を培 って弼垂 し

たが∴ それば 牽 くoB事 を知 る ことが 出産 , 風貌 にはな ったが あま り多岐 に わ

た ってヰ舟 が 訂<な った ことがゑ奄 される ｡椅 泉 匪び この地域 に何 らか の焦

点 をt,珠いって ′す発 な らば含鹿 面り地 形絶滅 に ついて新 党 したい と思 う｡

下総 台地 の 地 形と土地 利用
一 旧任禽町及 び御 本iの場合二

束 的 美 也 子

詞 垂.披露 は匂庶約度 産 が各見 ると′虜線 半熟の北 都から中央 部 にかけて ひ

ろ斬 る疾藷 台地 一千線 合強 めぽ ＼､･車乗 .印藤沼 の帝にあ り′行政 的 には41集

農 政倉 荷の旧産金野鼠か膚汲 邸対 で. 面牽約 3g.∫K孔 ユ. 人口拍 /dnOO^ ¢

北軍 である ｡ こ tは瑚藤沼を終 えた尊 馨 り穂 と してやせ扶桑 威 下町 であ ソ同

時 に英 田街慮 妨q)痛感 町 であ ったが.明 珍以後 Li遭碇曹在り質番 ヒむ Ej′終

粍後 は地 方都 市 t.な った有感 ヒ,そ れを と りまく風村姥威 孝食ん でおリ,辛
均 して蔵泉 人 口の 4(OZC/Oが巌東経 番麿 であ る｡

地 形以 外 にこりこ姓承 り句歴 と して蜜婁なものば地 下水 であ&,0台塵 を壊威

すZ,於藤 膚 ′ 所 鍔成 田層 は-塵 に放 下太 を餐番 に適凝 Ljてし'るが ′網凄 鹿虜

では繰高 一♂0- --ra孔及 び -10--イ 0年 相恩 に 二億 の毅且 放 下木簡/F ､

十jO礼 及 び ナoLO恥 町且 に留由地 下水層 が見 られる U この藩 札薄 い ものは

燭JTrによ ソ庶 高の産 がか な りある慮木 で ある｡ これ らの地 下水 は藤親 水 .飲

料水 と して この地域 の東 の覆 審な鍵給藤 とLJ:って良 工仁 C2{ -- 占 O P e)魔君
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養なす集 落 の立地 奉伺 と凡なってい る｡

<地形 〉地 影 身轟 は ー彪 離 Bg巨 星 平等 藻 の判 読 ,露頭威 厳 ,,iぐ､-リ> 7 ･L等

の方索 によ り ,地 斉う歯 の形 成時 期 ′瑠 蟹 ,構 成 舛餐肇 を膚 嵐 して次 の gtつに

介嘩 レた JgPも ′/_宙敗 面 02 蔑 見頚 . 3､ノ谷風 面 = -,/,谷 ノ夜.面 正.37

台 聴斜 面 占.谷 頭 コルグイ ウ4 '/. 磨錐 F,温麿 等ある J含地 面 は腰

高 か北部 で よ7- g ZTa, 商都 で3f批 箆 の ゆるやかな足蔓次 を粛 っ面 でか Lihリ

鯛新 か選 んでい る o 宙東 泉 藩時代 の葦･落 碇 盛遷御 である.め- ′ 超 上啓 uJ互選鼠

縁 戚 好摩 か ら或 るが ,その層 孝 は盛plTによ りま ちまちであ る ｡ しか し衆上蔀

に は叔 手 腐骨 重量 する乗 い紛層 があ j),その 上に 首席 菖 ロ -ム の水 乎度魔 物

であ る次 官色り彪 土壌 の膚 か あ i),･IL,石上壊 静 を介 してノ その 上に康 煮 パ ミ

スを嫉 む成鹿野 及 び立 川 ローム層 が俊療 L'ている ｡ 成 田層 とロ-ム層 ば不磨

金 で考 iJロ-ム 膚 の孝3 は凹部 に魯 〈凸部 に脅し1g吸 血 は不慮碇 ,鋸対敵 で

調 査地虜 で はス ロッ ク兼 のノトさな面 か盆 地 面 とは岩盤傾斜 をな して 二弦範め ら

れ る Oい す･れ 叱口一ム を質 也 ている ｡ 谷底 面は金地 が勝 巌 状 に解析 こ れf=後

戯 れ て形 威 された 量り で,I､ば象膚 は奈 為 色の ∫こ且L.その 下に 花心え五 和 塊

を食 み _沼の附盟 でLSグ･ライ化 され た砂 の多い承 威熱 土巌 ヒfJ:って い る｡ 且

は昼 中各 真 で恩 (見 え ′照一みそ′カ- CA が戒い務 か ら貴慮 して いる｡谷 頭 コ
)L/ヴイ ウA は圭 ヒして谷頭 に発｣皇 した ,台 地が厳 かに各嵐 に藩ち旦 んだ層線

の尊 い部 分 である o

く土地剰 飼 〉鋼 垂地盛 り地 形 と土地利 用 の閣僚をJtsobo の地形 分類 図及

び上地 利 周回 によ っ て 4礼加 斗 方の メッシェ をか けて孝廉 した轟 釆 一谷 底 面

は番 んtZが水田に ､台 地 面 は畑 .山 嵐 .象落~に .台地斜 面 はJJ腺 ,象 落 ,燭

に利 用 されて LJる番 などが数 量解 に明 ら かに な った . 荻 に各剖 桐形態 につい

てJ衷べJaとノ,ま す･水､田は ､温 田 か多(.鹿鹿 渡真水.田 が多 < ,絶 って一毛作

田である ｡又永尊卑 苦 の現像 的受 容 を受 けやす (.麟 線状谷 の斉 磯 部 (谷 津

田 Jには 日射木足 り勘 埼 水 田 4番 (収 聾が少 い ことが鱒 徴 で ある o Lかし

最皿 IS揚薪水_鷹､cD資産 .周雄一水路 の盤 腐 .庄画 資産 一長 次 功､合 等 の土地 鼠漫

草薮 が よ うや <渡 滋 ,澄 田の乾 田化 一線戚 番 人によ る 野顔]7g)節約 などの纏

腰 を生 /Lでし▲る ｡ 又 ､液肥 改良草薮 ､題慶 改良孝 に よ ソ衷｣玖沈潜都 している｡

煤 の利 用 ば 7k欝同席 かな り蔑 旋 塵 で冬雌 は番 人 ど小泉 .農作 ば落花生と甘藷

が 主賓 作物 で,蔵 裏 ､展劇 は鼻息 よ うや く少 しす､つ作 られ遡 め て来 た密 嵐 で

ある ｡Li～新､は台東斜 面且 が金塊 面に倉荷 L,乎地線 C)牽腕 を塵 しているか ､ま

つ牽g)人 工/楓が冶 んピで いす.れ こし私項妹 であ り. 摺頻 り外 に薪嚢 1 度廃 絶 ,

野床屋醒ノ3､空な どに .下巌 や 容儀 や 下草などが 多角杓 に利 鞘 されてLlる｡
(ll,i



(風 発 〉氷 上の#<i:3上地利 摺q)人 文 喝鰭虞 と しての鹿 家 の戯 観 孝,建べ ると

ます慶 麻 の盈 ･g規 模 超皮膚 ?,C2及 .蔵蘭 ′･or 町 であ り一番 泉腰 東 の剖各 は

線 虫 野牛 -S∫~yO 揮 ･干!,I:S'九 ､長 都 十/. I/ど.,: ｢､̀二 -,I,･/I:'' ･~!,':.J･.

し､(ら か の兜 威度 が認 めら れる,L} ピQ)巌 象 凡永 野 と畑 を鮪番 してし与るが ,収

入 から見 ると水屑 に多 く依存 し ている腰 蕨が 多し､ひ墨営ばあ 3:リ多 角顔 とば

云 えす･-巌 に家畜 の餌慮 賓 は低 い ｡ しか し最息 二 ､三 の部 落 で乳 牢 ,7j鋼 索 か

盛 ん にtJリ鹿 あた事 .風豚 が農鹿 に普及 しつ 1 あ る孝 な どが孝 が られる 0年

巣 泉q)各 壁 に 見られる泉 斉 へ の巌療傭 人 の 日原 ソ行 帝 は こくZ)地感､に 且見 られ

泉 豪の魔 金収 入虎 とな って お り ′凍寒 戯蕗 城官給 以 クトに,行 商 周 と して だ けぼ

′ト嵐虞 多角喝に行 わ れ ているか こyLぱ 挙-盛者 光 司出荷 など を凌 げ､るさもヒ ヒ

TJっ て いる ｡

亀鑑 .田地渡 威 .工藤 藤臥 .ゴ ルフ廟 毅 歴尊都 市化 の動 き が この地 威 に こし

見 え,睦め ,薮 廉 量営 ¢合象Itの 容 顔 ヒ英 に ､威下 町 の 骨 か らの この壁凍 U)停

滞 杓 簸奉読 が ,内外 か ら ゆす承 られ .恩速 に変 え られつ もある の が産直 の一挙

であ るとい えるや あ ろう .

近効断髪の地理的考察
- 千 葉県八千代 町 の揚/合,-

大 野 敏 子

栗 東 か ら //0キ ロに舷償 するノ＼千代 町 に ついて寮 磐する方底 として ｢貞路厳

農 が舵の地域 窺 虞 ヒいかに感 びイ右 .､てい るか 1 を者 腐 り や 舟点 に選_び東 成 嫁

の肥潜 を轟℃み た ｡

牟紫蘭'tヰ代 町ぼ層3町対 が各務 Ljでできた もり で ′ 今 日零 も3地 区 ぼや

や 瞳j各を緊 こする o 緒 に 転封 の大知 野 ぼ東成 乾鉄大和 田款か あ り,舵 ヱ 良に

比 し酪 農粧,/t,TJ･蛙路 か少 な (fdTって い る 0 回地政 威 が恩 赦､に｣畳んだ ノ＼年代合 せも

'＼ヰ相即 の --.･覇 で ′当地成 れ泉京 U}鹿 部 と して/大､威 風 の彩密 を象 Ilてし与る こ

とをばっ き ･)孟 して いる ｡

当放威 tcl下灘 合鍵 Q)北 西部 にあ り.地 形 に‖ま もや乎鑑 で広 く盛 が 苗床密 告鹿

とその曙を刻 む沖鷹 亀 敢 とから成 る ｡基 盤ば成 田膚 であ るが ノ含地上 は碗康

〔7--ム 菅が顔 い酵 嫁 御 の農 産鹿 坪 にな っ ている .,萄 蜜 の結慮 ロ --ム膚 の鹿 い

に よって合 鍵 ば高, 守 .格 の3面 に 分腐 で きた .その蘭 となっ た の超ダヨコ

レ- 卜讐麿 バ各石曹 ･水成 口- 人膚 で あ あ O 舜慮扱勉 強此 敬覇 違い 4jの と新

しい 鴫 ♂)に令 iTた ,,そ Jj化 ′谷頭鹿層薗 )麿 下衆僑 面 ′斜 面忍 び東 面干拓 蘭

の地形 鞠 を殴 り r二弦酵 分超 した ｡
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